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春
先
に
な
る
と
、
カ
や
ハ
イ

の
発
生
時
期
と
な
り
ま
す
。

四
月
、
雪
消
え
と
共
に
発
生
源

対
策
に
力
を
入
れ
て
ゆ
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
例
年
の
こ

と
で
あ
り
ま
す
が
、
一
般
に
四

月
か
ら
五
月
に
か
け
て
は
人
々

は
カ
や
ハ
イ
を
見
か
け
な
い
か

あ
る
い
は
居
て
も
少
し
し
か
見

当
ら
な
い
の
で
免
角
、
忘
れ
ら

　
学
校
の
教
員
移
動
は
四
月
一

日
付
県
教
育
委
員
会
か
ら
発
表

さ
れ
た
が
本
村
関
係
は
管
内
移

動
も
含
め
実
に
三
十
二
名
に
の

ぼ
り
前
例
の
な
い
大
移
動
と
な

つ
た
。
そ
の
内
容
は
清
津
峡
小

学
校
長
の
発
令
を
は
じ
め
次
の

と
お
り
で
あ
る
。

　
　
H
転
出
退
職
u

▽
田
沢
小
n
山
本
鶴
治
（
下
般

　
渡
小
）
笠
原
大
（
三
島
岩
塚

　
小
）
佐
藤
喜
代
知
（
長
岡
宮

　
内
小
）
諸
橋
孝
（
退
）
堀
井

　
真
子
（
退
）

▽
高
迫
山
小
旺
高
野
松
郎
（
北

　
魚
田
麦
山
小
）
岡
田
聖
司
（
新

　
井
市
猿
橋
小
）
吉
田
力
（
退
）

▽
倉
俣
小
u
鶴
巻
幸
子
（
南
魚

　
城
内
小
）
高
橋
英
弥
（
南
蒲

　
飯
田
小
）
結
城
重
男
（
古
志

先
の

f
蚊
と
蝿
駆
除
ー

　
　
　
　
ー
発
生
源
対
策
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

れ
が
ち
で
す
。
し
カ
し
、
こ
れ

が
一
番
注
意
し
な
く
て
は
な
ら

な
い
こ
と
な
の
で
す
。

ま
ず
主
な
発
生
源
と
見
ら
れ
る

も
の
は

　
Φ
畜
舎
、
堆
肥
舎
、
．
便
池
、

　
　
下
水
溝
、
ゴ
、
・
・
捨
て
場
、

　
　
ゴ
、
、
、
箱
等
（
以
上
ハ
イ
発

　
　
生
源
）

　
②
墓
地
、
池
沼
、
草
刈
場
、

　
池
谷
小
）
　
　
　
　
　
　
一

▽
貝
野
小
“
島
宗
仁
（
長
岡
蓬
｝

平
）
村
山
恵
美
子
（
刈
謹

▽
罧
忙
村
田
博
（
轟
菖
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鯛

　
蒲
小
学
校
長
）
福
原
滋
（
下
一

　
の
山
中
）
藤
井
真
澄
（
南
魚

　
　
用
水
、
水
た
ま
り
、
竹
藪

　
　
等
（
以
上
蚊
の
発
生
源
）

　
で
す
か
ら
ま
ず
最
初
に
、
こ

れ
ら
の
場
所
の
清
掃
が
第
一
で

。
す
。

　
次
に
大
清
掃
の
実
施
方
法
に

つ
い
て

　
①
ま
ず
一
斎
に
実
施
し
な
け

　
　
れ
ば
効
果
が
あ
り
ま
せ
ん

　
近
く
衛
生
自
治
会
、
推
進
委

員
会
を
開
き
村
内
一
斎
清
掃
の

計
画
を
立
て
協
力
を
お
願
い
す

る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
時
期

を
中
心
と
し
て
各
部
落
で
も
衛

生
自
治
会
活
動
を
徹
底
し
て
も

ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▽
貝
野
中
“
長
谷
川
喜
代
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
西
蒲
東
小
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“
転
入
n

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▽
田
沢
小
n
斉
藤
荘
（
外
丸
小
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▽
倉
俣
小
H
田
村
音
八
（
角
問

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
分
校
）

条
小
）
若
月
義
郎
（
東
頸
松
一
▽
清
津
峡
小
匹
木
村
浄
（
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
）

岩
戸
以
来
の
大
移
動
〃

　
　
　
ー
学
校
教
員
異
動
ー

　
塩
沢
中
）
桑
原
久
（
中
頸
一
▽
田
沢
中
u
三
井
田
立
身
（
柏

中
）
関
谷
喜
代
（
水
沢
小
）
㎜
堕
中
）
松
木
明
（
刈
羽
渋

　
金
沢
貞
子
（
北
魚
上
条
中
福
一
海
中
）
高
野
サ
イ
（
仙
田
中
）

　
山
分
）
畠
山
尚
（
北
蒲
中
条
　
　
西
田
徳
子
（
北
魚
上
条
中
）

　
中
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
島
芳
邦
（
十
日
町
小
）
村

・
▽
暖
謝
鐸
鱗
託
▽
創
鰻
鵠
賭
辮

｝　
中
）
　
　
　
　
　
　
　
　
…
湯
ノ
谷
一
中
）
大
島
文
祐
（
加

　
　
　
　
　
　
　
　
’

茂
中
）

▽
貝
野
中
“
寺
島
寿
一
（
南
蒲

　
中
野
小
）

　
　
“
配
置
換
“

▽
田
沢
中
n
峰
村
智
（
高
道
山

小
）
高
島
晶
弘
（
高
道
山
小
）

▽
高
道
山
小
“
滝
沢
ノ
ブ
（
田

　
沢
小
）

▽
清
津
峡
小
H
岩
崎
古
海
、
岡

　
田
悦
、
上
原
葉
子
、
斉
藤
潔

　
　
（
倉
俣
小
）

　
　
“
新
採
用
“

・
▽
田
沢
小
疑
沢
海
金
二
、
武
石

　
淑
子

▽
高
道
山
n
未
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
田

▽
田
沢
中
H
吉
川
修
、

　
明
、
城
瀬
勝
彦

▽
貝
野
中
H
岩
崎
冷
子

▽
貝
野
小
U
未
定

田
代
神
楽
公
開
さ
る

　
去
る
三
月
二
十
七
日
田
沢
小

学
校
で
教
育
委
員
会
主
催
に
よ

り
村
内
田
代
部
落
に
昔
か
ら
伝

え
ら
れ
て
き
た
民
俗
芸
能
「
神

楽
」
を
公
開
し
、
村
民
に
神
楽

の
楽
し
さ
を
味
つ
て
も
ら
つ
た

．
教
育
委
員
会
で
は
、
か
ね
て

一
か
ら
村
内
の
文
化
財
保
護
と
民

｝
俗
資
料
の
蒐
集
に
つ
と
め
、
郷

　
一
土
研
究
の
諸
資
料
を
村
民
に
提

一
供
し
て
き
た
が
神
楽
に
つ
い
て

一

も
無
形
文
化
財
と
し
て
重
要
な

研
究
資
料
で
あ
り
今
日
保
存
さ

れ
て
い
る
の
は
、
郡
市
内
に
川

西
町
仙
田
の
高
倉
、
十
日
町
市

赤
倉
、
菅
沼
、
津
南
町
芦
ケ
崎

あ
赤
沢
、
秋
成
の
見
玉
、
に
あ

る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ

も
殆
ん
ど
演
ず
る
も
の
絶
え
て

保
存
で
き
な
い
と
言
わ
れ
て
い

る
。
今
回
の
公
開
は
郡
市
文
化

財
調
査
研
究
会
関
係
者
か
ら
貴

重
な
郷
土
芸
能
で
あ
る
と
絶
讃

一
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

　
田
代
の
神
楽
に
つ
い
て
は
、

昨
年
県
文
化
財
保
護
連
盟
（
会

長
、
斎
藤
秀
平
氏
）
の
依
頼
で

調
査
研
究
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

が
今
か
ら
約
百
数
十
年
前
に
同

部
落
の
久
三
と
い
う
人
が
見
玉

の
神
楽
を
習
つ
て
き
て
若
い
衆

に
伝
え
た
の
が
始
ま
り
で
あ
る

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
以
前
は

毎
年
部
落
の
羽
黒
神
社
の
境
内
、

で
秋
季
祭
礼
に
上
演
さ
れ
て
ぎ

た
も
の
で
あ
る
が
、
戦
後
は
一

回
し
か
演
じ
ら
れ
て
お
ら
ず
伝

承
者
が
少
な
く
な
り
、
新
し
い

文
化
の
か
げ
に
忘
れ
去
ら
れ
よ

う
と
し
て
い
た
も
の
を
教
育
委

員
会
の
呼
び
か
け
と
、
部
落
保

存
会
の
熱
意
で
今
回
の
公
開
を

機
会
に
若
い
人
達
に
よ
つ
て
伝

承
さ
れ
保
存
さ
れ
る
事
に
な
つ

た
事
は
喜
ば
し
い
事
で
あ
る
。

　
神
楽
の
内
容
は
獅
子
舞
を
、
中

心
に
狂
言
や
舞
踊
、
剣
舞
な
ど

約
三
時
間
に
亘
つ
て
熱
演
し
た

　
郡
市
文
化
財
調
査
研
究
会
員

十
高
駒
形
教
官
は

　
「
神
楽
は
も
と
く
神
々
を

神
座
に
招
い
て
行
な
わ
れ
る
芸

能
で
あ
つ
て
神
聖
な
神
事
芸
能

で
あ
る
。
今
日
神
楽
と
呼
ば
れ

る
も
の
は
昔
は
全
国
津
々
浦
々

ま
で
お
こ
な
わ
れ
た
と
い
つ
て

よ
い
ほ
ど
、
広
く
分
布
し
て
い

る
も
の
で
あ
る
が
今
日
で
は
都

会
文
化
が
酒
々
と
静
か
な
山
村

に
も
押
し
よ
せ
て
過
去
の
姿
が

消
さ
れ
て
い
く
。
そ
の
過
去
を

知
る
手
掛
り
の
文
化
遣
産
が
次

第
に
破
壊
さ
れ
て
ゆ
く
現
状
で

あ
る
こ
と
は
残
念
だ
が
、
そ
の

意
味
か
ら
今
回
，
郷
土
芸
能
を

保
存
す
る
た
め
に
中
里
村
が
神

楽
を
公
開
し
た
こ
と
は
郷
土
研

究
の
上
に
意
義
が
あ
り
う
れ
し

い
こ
と
で
あ
る
」
と
絶
讃
し
て

語
つ
て
い
ξ
。
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所
舘
社

　
民
所
聞

行
公
u
新

村
届
町

発
里
印
日

着

任
挨
拶

　
清
津
峡
小
学
校
長

　
　
　
　
木
　
　
村

　
発
令
さ
れ
た
も
の
N
、

録
を
く
つ
て
も
学
校
名
が
戸
惑

う
と
そ
の
不
安
も
大
き
く
な
・

る
。
聞
い
て
見
る
と
新
設
校
と

の
こ
と
、
私
の
様
な
も
の
に
そ
一

の
大
任
が
果
せ
る
だ
ろ
う
か
。

し
か
し
命
ぜ
ら
れ
れ
ば
や
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
東
頸
城
の

山
の
中
か
ら
一
米
余
の
雪
を
踏

ん
で
徒
歩
で
行
軍
だ
。

　
軍
隊
生
活
も
相
当
あ
ゲ
弾
の

下
も
く
ぐ
つ
た
の
で
ど
ん
な
苦

労
も
閉
口
し
な
い
自
信
も
有
り

且
つ
こ
の
地
域
は
昨
年
三
国
々

道
に
行
く
時
に
こ
の
一
部
を
通

過
し
た
の
で
承
知
し
て
い
る
け

職木村浄氏
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
浄

曽
れ
ど
も
、
学
校
の
位
轡
や
部
落

の
状
況
ま
で
わ
か
ら
な
い
前
任
，

校
の
先
生
方
は
い
う
、
清
津
峡

に
行
き
た
い
と
良
く
話
し
て
居
、

た
が
、
行
か
れ
る
様
に
な
つ
た

ネ
ー
と
不
思
議
な
も
の
で
あ

る
。

　
私
の
真
先
に
考
え
た
こ
と
は

地
域
の
人
は
、
先
生
方
は
子
供

は
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
「
居
は
気
を
う
つ
す
」
と
古
人

は
言
つ
た
が
、
こ
の
大
自
然
の

中
に
は
ぐ
く
ま
れ
た
子
供
達
の

前
に
立
つ
て
の
感
じ
は
、
何
と

な
く
落
着
い
た
ど
つ
し
り
し
た

も
の
を
感
じ
、
又
こ
の
反
面
こ

の
子
供
達
を
育
て
ら
れ
た
そ
の

両
親
及
び
家
庭
を
う
か
が
い
知

る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
子
供
は

親
の
看
板
で
あ
る
。

　
早
速
村
を
知
ろ
う
と
し
て
土

倉
へ
西
方
へ
と
歩
き
廻
り
ま
し

た
。
先
ず
一
年
間
は
地
域
を
知

る
こ
と
に
専
念
し
た
い
と
思
つ

て
い
ま
す
。
一
年
目
に
地
城
を

知
り
二
年
目
に
計
画
し
三
年
目

に
実
施
と
腹
を
き
め
て
私
は
今

日
か
ら
こ
の
子
供
達
に
共
に
こ

の
地
域
の
教
育
を
ど
の
様
に
進

め
た
ら
良
い
か
と
考
え
て
い
ま
．

す
。
然
し
新
設
校
の
仕
事
は
不

足
の
も
の
ば
か
り
先
生
方
は
あ

れ
が
な
い
、
こ
れ
が
な
い
と
云

い
ま
す
。
先
生
と
校
舎
が
あ
れ

ば
教
育
が
き
る
と
言
う
け
れ
ど

或
程
度
の
施
設
と
設
備
が
必
要

で
す
。

　
皆
様
方
の
温
情
あ
る
御
協
力

と
御
援
助
に
よ
り
ま
し
て
地
域
｝
す
。
何
し
ろ
微
力
な
る
身
で
あ

ぐ
る
み
の
教
墓
推
進
し
て
ゆ
巧
享
の
崎
卒
宜
し
く
御
願

き
た
い
と
念
願
し
て
お
り
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
ヤ
致
し
ま
す

国
民
年
金
の
知
識

礪
ま
る
保
険
料
を
納
入
し
一

一
定
の
条
件
が
発
生
す
る
と
年
金

ハ
一
を
受
け
る
国
民
年
金
を
拠
出
制

一年
金
と
い
つ
て
い
ま
す
。
，
拠
出

羅
の
国
民
年
金
は
本
年
の
七
月

　
　
　
　
　
　
に
全
国
全
世
帯

　
　
　
羅
攣
つ
い
て
被
保

　
　
　
　
嚢
険
者
と
な
る
人

　
　
　
　
　
　
の
調
査
を
実
施

　
　
　
る
、
　
し
＋
月
百
よ

　
　
　
灘
り
適
用
届
の
受

　
　
　
　
　
　
付
を
始
め
昭
和

　
　
　
　
　
　
三
十
六
年
四
月

　
　
　
　
　
　
　
一
日
よ
り
保
険

　
　
　
　
　
　
料
を
徴
収
す
る

　
　
　
　
　
　
わ
け
で
あ
り
ま

　
　
　
　
　
　
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
、

繭
、
拠
出
制
年
金

　
　
と
は

昭
和
三
十
六
年
四
月
一
日
よ

董児
齢

灘
学，

入
・

，
新

”
，
校
麹

学
，錦購』

暴小

　
　
　
　
　
日

灘

二
被
保

険
者
と
は

　
昭
和
三
十
六

年
四
月
一
日
現

在
に
お
い
て
満

一
一
十
才
か
ら
満

四
十
九
才
ま
で

の
人
で
日
本
国

民
は
一
応
全
部
被
保
険
老
と
な

る
わ
け
で
す
。
こ
れ
は
強
制
加

入
で
す
か
ら
全
て
の
人
が
加
入

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

但
し
公
務
員
と
か
鉄
道
職
員
と

一
か
又
は
厚
生
年
金
を
受
給
で
き

一る
事
業
所
に
勤
務
し
て
い
る
人

の
よ
う
な
他
の
公
的
年
金
の
恩

典
を
受
け
得
る
人
達
は
加
入
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
れ

｝
か
ら
学
生
、
公
的
年
金
関
係
者

　
｝
の
妻
、
遺
族
年
金
等
を
受
け
て

一
い
る
人
と
満
五
十
才
か
ら
五
十

一
五
才
毒
の
人
窪
意
加
入
者

｝
と
い
つ
て
希
望
し
た
場
合
に
は

一加
入
で
き
る
こ
と
に
な
つ
て
お

り
ま
す
。

、

　
　
　
二
碁
8

　
村
で
は
親
し
め
る
役
場
、
ホ

民
の
よ
き
相
談
相
手
と
な
っ
て

事
務
の
円
滑
、
且
つ
敏
速
な
処

理
に
よ
つ
て
村
民
福
祉
の
増
進

を
図
る
考
え
か
ら
四
月
一
日
付

住
民
相
談
室
を
設
け
た
。

　
こ
N
で
は
村
民
の
方
々
が
役

場
に
対
し
希
望
、
苦
情
は
勿
論

部
落
の
請
願
、
陳
情
か
ら
個
人

の
生
活
、
医
療
の
相
談
ヤ
商
工

金
融
の
申
込
み
か
ら
ジ
！
ブ
の

利
用
等
、
役
場
に
関
係
し
た
一

切
の
相
談
事
を
で
き
る
だ
け
そ

の
場
で
す
ぐ
処
理
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
広
く
村
民
各
位
の
利
用
を
期

待
し
て
お
り
ま
す
。

住
民
相
談
室
の
設
置
皇

　
　
　
　
　
　
寸
事
務
機
構
に
つ
い
て
は
総
務
に

役
場
人
事
移
動

　
役
場
で
は
四
月
一
日
付
事
務

機
構
の
改
革
と
一
部
人
事
移
動

を
行
つ
た
。

住
民
綜
合
相
談
に
関
す
る
事
項

を
厚
生
に
職
業
補
導
並
び
に
失

対
を
含
む
事
務
を
農
業
委
員
会

に
国
土
調
査
事
務
を
属
さ
せ
た

配
地
換
及
新
採
用
と
な
つ
た
職

員
は
次
の
と
お
り
。
（
）
内
旧

係舘公支倉衛保衛保厚厚戸税税総
　民部俣生険生健生生籍務務務

江
口
徳
一
（
国
　
　
保
）

樋
ロ
ヨ
リ
（
国
　
　
県

羽
鳥
直
嗣
（
新
採
噌

柳
秀
子
（
新
採
、

井
ノ
川
博
（
秒
y
，
務
＼

鈴
木
正
義
（
倉
俣
支
部
）

樋
口
信
治
（
公
民
舘
）

吉
楽
ツ
ヤ
（
厚
　
　
生
〉

高
橋
百
合
枝
（
税
務
）

村
山
　
武
（
保
険
衛
生
）
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農
政
の
動
向
と
山
間
地
ー
」

「1
農
業
経
営
の
あ
り
方

　
　
榎
本
教
授
を
招
き
講
演
会

　
去
る
十
三
日
午
前
十
一
時
よ

り
公
民
舘
主
催
に
よ
る
農
事
講

演
会
を
田
沢
小
学
校
に
於
て
行

つ
た
。
講
師
に
は
新
大
農
学
部

長
、
榎
本
善
一
郎
先
生
を
招
き

「
農
政
の
動
向
と
山
間
地
農
業

経
営
の
あ
り
方
」
に
つ
い
て
約

三
時
間
に
わ
た
つ
て
講
演
が
あ

つ
た
。
講
演
は
次
の
通
り
で
あ

つ
た
。

◇
要
一
日
◇

　
今
か
ら
約
八
十
年
前
に
ア
メ

リ
カ
に
横
断
鉄
道
が
敷
か
れ
今

ま
で
生
産
さ
れ
て
も
運
搬
す
る

こ
と
が
で
き
ず
利
用
す
る
こ
と

の
で
き
な
か
つ
た
麦
や
と
う
も

ろ
こ
し
を
大
西
洋
岸
に
運
び
出

す
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
が
大
量

に
ヨ
ー
・
ツ
パ
諸
国
に
流
さ
れ

る
よ
う
に
な
つ
た
。
ヨ
ー
ロ
ツ

バ
諸
国
は
、
こ
の
ア
メ
リ
カ
の

奥
地
で
安
く
し
か
も
大
量
に
出

来
る
生
産
物
に
対
抗
す
る
こ
と

が
で
き
ず
、
大
恐
慌
を
ま
き
起

す
に
致
つ
た
。
と
乙
ろ
が
デ
ソ

マ
ー
ク
も
こ
の
例
に
も
れ
な
か

つ
た
が
、
指
導
者
達
は
畜
産
物

の
値
下
り
が
他
の
物
に
比
し
て

少
な
い
の
に
目
を
つ
け
デ
ン
マ

ー
ク
を
救
う
も
の
は
、
こ
の
畜

産
に
あ
る
と
、
乳
牛
、
養
豚
、

養
鶏
を
奨
励
し
た
。
こ
れ
が
今

日
の
畜
産
王
国
を
築
く
も
と
N

な
つ
た
の
で
あ
る
。

八
十
年
前
に
デ
ソ
マ
ー
ク
を
襲

つ
た
も
の
が
、
今
日
再
び
日
本

を
襲
つ
て
来
た
と
考
え
ら
れ
る

日
本
農
業
も
デ
ソ
マ
ー
ク
の
よ

う
に
、
こ
の
機
会
を
生
か
し
て

新
し
い
方
向
を
見
出
し
て
ゆ
か

ね
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

『
日
本
農
業
の
現
状
を
見
る

時
、
現
在
政
府
で
は
米
の
完
全

統
制
を
行
つ
て
い
る
が
、
都
会

で
は
配
給
辞
退
が
二
割
五
分
も

起
つ
て
い
る
。
政
府
は
近
い
将

来
、
米
の
統
制
を
解
か
ざ
る
を

　
な
く
な
る
だ
ろ
う
ロ

覇
噛
編
激
媒
繍

哺
作
地
帯
で
は
経
済
に
大
き
く
響

璽
－
る
こ
と
は
当
然
で
、
わ

策
只
は
こ
の
問
題
に
つ
い
て

｝真
剣
に
考
え
て
み
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
で
あ
る
ロ

一
農
家
で
一
日
働
く
と
ど
の
位

一
の
収
入
に
な
る
だ
ろ
う
か
平
均

　

コ
ニ
ニ
○
円
で
あ
る
。

一
と
こ
ろ
が
、
農
業
以
外
の
産
業

．
の
収
入
は
一
、
〇
七
〇
円
で
相

｛
当
の
開
き
が
あ
る
。
従
つ
て
農

皿
家
で
は
少
し
で
も
所
得
の
多
い

職
業
に
転
向
し
よ
う
と
し
て
い

る
。
事
実
新
潟
県
内
の
農
家
は

二
一
万
戸
あ
る
が
、
現
在
こ
の

一
う
ち
兼
業
農
家
が
“
三
万
戸
専

一
業
農
家
が
七
万
戸
で
、
こ
N
四
、

、
五
年
間
の
中
に
専
業
か
ら
兼
業

農
家
に
約
七
万
戸
が
転
向
し
て

い
る
。
こ
れ
は
日
本
農
家
の
姿

を
現
し
イ
・
、
い
る
。
そ
こ
で
政
府

は
農
業
基
本
注
を
作
り
農
業
が

こ
れ
以
上
乏
え
な
い
よ
う
な
政

策
を
考
え
て
い
る
。

◇
具
体
策
◇

　
農
家
の
所
得
が
少
な
い
の
は

経
営
面
積
が
少
な
い
か
ら
で
あ

る
。
と
こ
ろ
が
、
日
本
に
於
て

は
ア
メ
リ
カ
の
よ
う
に
一
人
で

．
数
十
町
歩
も
経
営
す
る
こ
と
は

不
可
能
で
経
営
面
積
を
広
げ
る

に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
と
い

う
と
国
内
に
は
そ
の
余
地
は
」
．
啄

い
。
そ
こ
で
兼
業
農
家
で
農
業

｝
以
外
の
収
入
が
農
家
収
入
よ
り

　
一
多
い
場
合
（
第
二
種
兼
業
農
家

一
と
い
う
）
や
め
て
も
ら
い
農
地

を
専
業
農
家
に
ゆ
ず
る
の
で
あ

る
が
。
農
家
経
済
で
一
番
園
つ

て
い
る
の
は
一
町
歩
か
ら
一
町

五
段
の
専
業
農
家
で
あ
り
五
万

余
円
の
生
活
費
で
あ
る
の
に
対

し
兼
業
農
家
は
五
万
八
千
円
の

生
活
費
と
な
つ
て
い
る
の
で
あ

る
。

　
現
在
兼
業
農
家
を
見
る
と
き

農
業
は
女
や
年
寄
り
に
ま
か
せ

て
働
き
盛
り
の
主
人
が
月
給
と

り
で
あ
る
。
や
は
り
農
業
は
能

力
の
一
番
高
い
人
が
先
頭
に
立

つ
て
経
営
主
と
な
ら
ね
ば
な
ら

ず
百
姓
は
馬
鹿
で
も
で
き
る
と

い
つ
た
の
は
昔
の
考
え
で
あ

る
。
わ
れ
く
は
も
つ
と
真
剣

に
考
え
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
で
あ
る
。
現
在
兼
業
農

家
を
な
く
し
専
業
農
家
の
み
に

て
も
ま
だ
土
地
は
不
足
の
状
況

に
あ
る
。
故
に
協
同
経
営
を
す

る
こ
と
。
そ
し
て
経
営
面
積
を

大
き
く
し
、
機
械
化
を
し
た
な

ら
ば
真
剣
さ
も
加
わ
つ
て
来

る
。
此
の
例
と
し
て
農
業
法
人

化
が
あ
る
こ
れ
か
ら
は
、
個
人

経
営
か
ら
協
同
経
営
に
も
つ

て
ゆ
き
、
農
業
の
体
質
改
善
を

行
な
い
自
由
経
済
か
ら
来
る
嵐

に
耐
え
得
る
よ
う
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
き
だ
。
し
か
し

　
　
　
〃

◇
山
間
地
農
業
経
営
の
あ
り
方

は
こ
う
だ
。

　
農
家
が
農
業
経
営
を
う
ま
く

や
る
に
は
収
入
を
増
や
し
経
営

費
を
少
な
く
す
る
こ
と
で
あ

る
．
即
ち
い
う
迄
も
な
く
「
租

収
入
」
引
く
「
経
営
費
」
そ
れ

が
「
所
得
」
で
あ
る
。
租
収
入

の
種
類
は
、
①
稲
作
②
畑
作
③

養
蚕
㈲
畜
産
が
上
げ
ら
れ
る
。

山
村
の
農
業
に
右
の
四
種
全
部

に
関
係
が
あ
る
が
、
こ
れ
か
ら

最
も
力
を
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
は
畜
産
で
あ
ろ
う
。
米

作
は
山
間
地
で
も
仙
田
の
高
橋

氏
の
如
く
県
下
一
の
成
績
を
上

げ
ら
れ
る
の
で
ま
だ
、
多
収
獲

の
望
み
は
充
分
に
あ
る
。
し
か

し
平
場
地
帯
の
立
地
条
件
の
良

い
と
こ
ろ
に
刃
打
ち
は
で
き
な

い
し
そ
の
上
、
現
在
の
米
価
が

長
く
続
く
と
は
考
え
ら
れ
な
い

の
で
あ
る
，
（
三
頁
下
段
に
続
）

農
地
を
売
買
す
る
に
は

　
農
地
を
売
買
す
る
場
合
今
迄

は
売
人
と
買
人
が
印
鑑
を
持
つ

て
農
業
委
員
会
に
来
て
い
た
だ

け
ば
、
皆
様
に
代
つ
て
農
業
委

｝
員
会
で
す
ぐ
申
請
書
を
作
つ
て

へ
　
　
　
　
　
　
も

藻
ま
し
た
．
し
詫
こ
の
よ
う

一
に
し
て
い
く
と
　
登
記
所
の
登

蕊
簿
や
台
帳
と
異
つ
た
申
請
が

一
な
さ
れ
る
た
め
に
許
可
書
の
訂

㎜
正
や
誤
り
が
多
い
の
で
こ
ん
ど

　

㎝
申
請
書
に
は
、
登
記
所
の
登
記

　
　
　
　
　
　
　
〃

簿
謄
本
を
添
付
し
て
こ
れ
に
一

致
し
た
申
請
書
と
な
ら
な
け
れ

ぼ
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　
従
つ
て
死
亡
し
た
の
に
相
続

登
記
を
し
て
い
な
い
土
地
、
分

『
割
や
地
目
変
換
の
登
記
を
し
て

一
い
な
い
土
地
は
、
す
べ
て
そ
の

皿
登
記
を
す
ま
し
て
後
、
農
業
委

き
ハ
　
に
　
　
す
る
こ
と
に
な
り

一ま
す
か
ら
、
申
請
前
に
し
な
け

　
　
　
　
　
　
　
　
一

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
多
く
な

つ
た
訳
で
あ
り
ま
す
。

　
尚
一
筆
の
土
地
を
分
割
し
て

売
買
す
る
時
も
、
分
割
登
記
を

先
に
登
記
所
へ
ゆ
ぎ
済
ま
せ
た

後
に
申
請
す
る
こ
と
に
な
り
古
♪

す
。　

こ
れ
等
の
こ
と
が
す
べ
て
終

つ
て
登
記
簿
謄
本
を
つ
け
て
、

農
業
委
員
会
に
申
藷
書
を
提

出
、
こ
エ
で
審
議
、
童
見
力
、
，
．

し
て
県
の
委
員
会
に
進
達
、

可
、
不
許
可
と
な
り
ま
す
。

の
登
記
簿
謄
本
は
一
筆
大
体
四

十
円
で
す
が
、
事
項
の
長
い
場

合
は
八
十
円
、
又
は
百
二
十
円

と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
は
登
記
所
で
作
成
交
付
さ

れ
る
も
の
で
す
。

　
売
買
し
よ
う
と
す
る
農
地
が

今
の
人
の
も
の
に
、
又
面
積
も

そ
の
ま
Σ
に
登
記
簿
が
な
つ
て

い
る
場
合
は
、
相
続
等
の
登
記

を
す
る
必
要
は
勿
論
な
く
、
す

ぐ
に
申
請
が
で
き
ま
す
。

　
登
記
簿
謄
本
を
申
請
者
が
登

記
所
迄
い
つ
て
貰
つ
て
来
る
こ

と
は
、
大
変
で
す
の
で
、
農
業

委
員
会
で
代
金
を
お
頂
り
し
て

代
つ
て
こ
の
謄
本
を
も
ら
う
こ

と
も
で
き
ま
す
。

　
以
上
農
地
を
宅
地
や
道
路
に

す
る
場
合
と
、
こ
の
よ
う
に
す

る
た
め
に
売
買
を
伴
う
こ
と

や
、
農
地
と
し
て
売
買
を
す
る

場
合
の
申
請
方
法
を
一
応
書
い

た
訳
で
す
。
　
（
農
業
委
員
会
）
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今
後
の
畜
産
の
あ
り
方

　
　
　
　
　
中
部
地
区
農
改
普
及
所

　
　
　
　
　
　
　
　
樋
　
口
　
虎

　
最
近
、
自
由
貿
易
と
か
、
食

糧
統
制
廃
止
と
か
、
農
業
経
僧

を
不
安
に
す
る
様
な
言
葉
が
盛

ん
に
云
わ
れ
だ
し
た
。
こ
れ
が

現
実
の
国
の
農
政
の
動
き
だ
。

農
林
漁
業
基
本
問
題
調
査
会
で
．

検
討
さ
れ
て
い
る
「
農
業
の
見

透
し
」
を
の
ぞ
い
て
み
る
と
農

産
物
中
、
最
も
伸
び
る
も
の
又

伸
ば
さ
ね
ば
な
ら
な
い
も
の
は

畜
産
物
と
果
樹
だ
。
幸
い
に
当

地
で
は
、
山
林
、
原
野
の
採
草

地
、
畑
地
が
多
い
。
果
樹
と
い

つ
て
も
こ
の
地
区
は
い
ろ
く

の
条
件
か
ら
見
て
も
、
チ
ヨ
ツ

ト
問
題
が
あ
り
、
今
後
当
地
の

畑
作
地
帯
で
う
ん
と
生
産
を
伸

ば
さ
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
畜
産

だ
。
し
か
し
今
迄
の
畜
産
の
考

え
方
で
は
も
う
ダ
メ
だ
。
こ
N

で
今
後
の
畜
産
の
あ
り
か
た
を

記
し
て
み
た
い
。

　
昭
和
三
年
頃
農
業
の
あ
り
方

と
し
て
当
時
の
農
林
省
畜
産
局

の
釘
本
博
士
が
、
家
畜
を
と
り

入
れ
た
農
業
を
す
N
め
有
畜
農

業
と
云
う
言
葉
の
始
ま
り
と
な

つ
た
。
役
牛
馬
な
ら
一
頭
、
鶏

な
ら
ば
一
〇
羽
位
と
云
う
経
営

の
中
か
ら
の
ク
ズ
な
ど
を
利
用

し
ょ
う
と
い
う
畜
産
、
厩
肥
を

　
　
　
　
　
　
治
郎

な
　
し
て
　
の
　
ぱ
　
　
を
　
ハ

ば
そ
う
と
云
う
、
食
糧
の
増
産

効
果
を
ね
ら
つ
た
畜
産
だ
。

　
日
本
の
よ
う
な
規
模
の
小
さ

い
零
細
農
の
場
合
、
こ
の
程
度
．

の
畜
産
が
考
え
ら
れ
た
の
は
当
、

然
だ
。
し
か
し
も
う
こ
の
よ
う

な
考
え
方
の
カ
ラ
の
中
に
と
じ

こ
も
つ
て
い
る
こ
と
は
で
き
な
、

く
な
つ
て
来
た
。
農
業
が
経
営

経
済
体
で
あ
る
以
上
、
家
畜
は

明
ら
か
に
「
モ
ウ
ケ
」
の
為
に

飼
う
と
云
う
、
利
潤
追
求
の
現

金
所
得
を
ね
ら
う
考
え
方
の
必

要
に
迫
ま
ら
れ
て
来
た
。
副
業
『

的
畜
産
で
な
く
、
畜
産
農
業
と
皿

し
て
今
後
す
」
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
畜
産
物
の
消
費
は
益

々
増
加
し
て
お
り
、
昭
和
三
十

三
年
の
数
字
を
み
る
に
昭
和
三

十
五
年
に
比
較
し
、
肉
が
二
・

一
五
倍
、
乳
及
び
乳
製
品
に
於

て
三
・
四
倍
と
加
え
て
い
る
。

今
後
十
年
後
に
は
現
在
の
二
～

三
倍
に
増
加
す
る
と
云
う
。
家

畜
の
生
産
は
益
々
必
要
＞
、
な
つ

て
来
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　
現
実
の
経
済
社
会
は
利
潤
追

求
の
資
本
主
義
的
企
業
経
営
の

全
盛
時
代
、
農
業
の
み
が
自
給

自
足
的
経
済
の
中
に
と
じ
こ
も

つ
て
い
る
こ
と
は
当
底
で
き
な

く
、
新
し
い
経
済
社
会
に
乗
り

皿
遅
れ
な
い
よ
う
農
業
の
近
代
化

皿
を
図
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
色
々

．
問
題
も
あ
る
が
、
今
後
の
飼
育

頭
数
は
今
ま
で
の
よ
う
な
小
瀞
・
」

い
規
模
で
な
く
、
牛
に
於
て
年

二
頭
位
、
豚
に
於
て
年
一
〇
頭
一

以
上
、
鶏
に
於
て
は
五
〇
羽
以
一

上
が
今
後
の
目
標
で
漸
進
的
拡
・

大
生
産
を
図
る
こ
と
だ
。
勿
論

自
家
の
耕
地
面
積
、
労
力
、
資

㎜
本
な
ど
考
え
合
せ
て
頭
数
を
決
．

定
す
る
こ
と
が
大
切
。
畑
の
生
…

産
部
門
を
整
理
し
、
最
大
限
家
F

㎜
畜
飼
料
を
生
産
し
、
そ
れ
に
相
㎜

当
し
た
最
大
限
の
家
畜
を
飼
う
｝

・
多
く
飼
う
こ
と
に
よ
つ
て
一
頭
』

当
り
の
生
産
費
は
下
つ
て
く
る
．

一
か
ら
有
利
だ
。
し
か
も
今
後
は

共
同
飼
育
と
い
う
こ
と
も
考
え

て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
し

て
今
迄
の
苗
産
で
は
飼
う
技
術

の
み
力
を
入
れ
す
ぎ
た
感
が
あ

る
が
、
も
う
一
つ
、
計
画
性
、

記
張
、
研
究
グ
ル
ー
プ
の
推
進

共
同
化
と
言
つ
た
よ
う
な
運
営

ウ

一
技
術
の
研
究
が
必
要
だ
。
そ
し

て
計
画
的
大
量
に
継
続
的
な
共

同
出
荷
を
図
る
こ
と
が
今
後
の

一
畜
産
と
し
て
望
ま
れ
る
事
だ
。

㎜
当
地
区
内
で
も
最
近
こ
の
よ
う

一
な
新
し
い
畜
産
経
営
を
採
り
入

｝
れ
、
見
事
成
功
し
て
い
る
農
家

㎜
が
数
多
く
み
ら
れ
る
よ
う
に
な

㎜
つ
て
来
た
。

一

　
㎜
想
一

　
“
随
㎜

小
学
生
の
こ
ろ
、

　
　
　
｝

不
幸
者
の
独
臼

学
校
で
修

身
と
い
う
浴
目
が
あ
つ
て
親
孝

．
行
の
教
え
が
美
し
く
示
さ
れ
て

い
た
。
そ
の
頃
の
私
は
別
に
親

に
孝
行
し
よ
う
と
か
、
し
な
け

・
れ
ば
な
ら
な
い
と
か
と
い
う
こ

と
を
考
え
な
か
つ
た
。

　
今
、
齢
二
十
五
歳
に
し
て
こ

の
〃
孝
行
〃
と
い
う
こ
と
を
っ

…
く
づ
く
考
え
さ
せ
ら
れ
る
よ
う

に
な
つ
た
。
ま
ず
そ
の
主
な
原

’
因
は
、
自
分
が
親
不
幸
で
あ
る
｝

…
と
の
自
覚
を
強
く
持
つ
よ
う
に

・
な
つ
た
こ
と
で
あ
る
。
甘
や
か

さ
れ
て
育
て
ら
れ
、
苦
労
を
知

ら
な
い
子
供
は
、
親
の
気
持
な

ど
わ
か
ろ
う
は
ず
が
な
い
。
今

ま
で
一
般
に
そ
う
言
わ
れ
て
も

　
　
　
　
日
俳
中
里
支
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
泉
　
芳

芽
吹
く
山
が
見
下
す
駅
は
人
の

む
れ
　
　
　
　
　
　
　
大
　
泉

郵
た
む
き
に
肥
引
く
人
篠
禦
隣

旅
僧
の
経
朗
々
と
梅
の
宿

一
　
　
　
　
　
　
　
　
桂
　
仙

う
ら
N
が
や
抱
く
初
孫
の
石
と

い
…
な
り
　
　
　
　
　
　
露
　
丘

一
早
春
の
野
に
皇
孫
生
ま
る
祝
詞

一
満
つ
　
　
　
　
　
一
声

一
日
脚
伸
ふ
陽
の
縁
側
に
妻
の
暇

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
　
流

　
　
　
郵
便
待
ち
る
留
守
家
族

来
た
。
自
身
ま
た
自
覚
し
て
い

た
の
だ
。
し
か
し
本
心
か
ら
親

の
気
持
が
解
つ
て
来
る
と
「
親

不
幸
」
の
自
分
の
罪
の
意
識
が

強
ま
つ
て
来
て
ど
う
に
も
な
ら

な
く
な
る
。
そ
う
か
と
云
つ

て
、
今
ま
で
の
脛
か
じ
り
を
直

『
ち
に
断
絶
す
る
こ
と
は
、
私
自

身
の
生
活
を
断
つ
こ
・
・
乙
に
等
し

い
。
何
故
な
ら
ば
、
今
日
ま
で

の
寄
生
虫
的
生
活
は
、
私
自
身

を
し
て
全
く
独
立
精
神
を
喪
失
．

せ
し
め
、
社
会
の
風
波
へ
の
突

進
の
勇
気
を
失
わ
し
め
て
し
．
ま

つ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
そ
の
責
任
は
、
家
庭
と
本
人
・

と
半
ば
分
か
ち
合
わ
ね
ば
な
ら

な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
が
。
私
自
皿

身
後
悔
し
、
悲
涙
を
も
つ
て
両
．

親
の
顔
を
見
る
の
が
常
で
あ
る

　
母
の
温
い
慈
愛
に
接
す
れ
ば

接
す
る
程
、
私
は
孝
行
し
た
い

と
思
う
。
親
の
期
待
に
添
え
、

安
心
さ
せ
た
い
と
思
う
。
そ
う

思
い
つ
」
ど
う
す
る
こ
と
も
で

き
な
い
。
こ
の
矛
盾
、
こ
の
苦

悩
は
、
如
何
と
も
為
し
難
い
こ

と
な
の
だ
。

　
親
は
ま
す
く
老
い
て
ゆ

く
。
私
た
ち
を
苦
労
し
て
育
て

て
く
れ
た
親
、
六
十
年
の
生
活

の
苦
闘
に
疲
れ
は
て
、
顔
面
こ

れ
織
、
腰
か
マ
み
、
歯
抜
け
、

白
髪
を
ち
マ
ら
せ
、
日
に
日
に

頭
脳
の
働
ぎ
を
鈍
化
し
て
ゆ
く

両
親
の
顔
を
、
寒
い
冬
の
炉
端

で
、
温
く
も
渋
い
お
茶
を
す
N

り
な
が
ら
、
ま
じ
ぐ
と
眺
め

て
は
嘆
息
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
世
の
中
は
ま
N
な
ら
ぬ
、

ー
孝
行
を
し
た
い
時
に
は
親

は
な
し
ー
と
。
　
　
（
T
）

（
二
頁
よ
り
続
く
）

　
山
間
地
農
業
は
や
は
り
自
然

に
恵
ま
れ
た
条
件
を
生
か
し
畜

産
を
や
る
の
に
非
常
に
恵
ま
れ

て
い
る
。
し
か
し
今
ま
で
の
よ

う
旨
給
生
諾
葎
寄
り
£

ひ
ま
つ
ぶ
し
に
飼
う
よ
う
な
畜

産
で
は
駄
目
で
あ
．
り
、
少
く
と

’
も
十
万
円
の
収
入
を
上
げ
る
に

は
鶏
な
ら
ば
五
十
羽
、
豚
な
ら

ば
十
頭
、
緬
羊
な
ら
ば
三
十
頭

は
飼
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
従
つ

て
飼
料
も
山
の
下
草
を
刈
つ
て

来
る
の
で
は
な
く
、
栄
養
価
の

あ
る
も
の
を
栽
培
し
な
■
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　
し
か
し
畜
産
は
生
産
し
て
も
呪

米
の
よ
う
に
政
府
僑
、
保
障
は
し

て
く
れ
な
い
の
で
、
販
売
に
頭
を

．
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

れ
に
は
、
質
の
よ
い
も
の
を
大

量
に
継
続
的
に
出
荷
で
き
る
よ

う
心
が
け
ね
ば
な
ら
な
い
。


